
6

31

《調査地点》

②面的調査の調査地点
①測線調査の調査地点

③塩田川流量・流入負荷量の調査地点

32

干潟生態系モデルの概要

33

・四季の現地調査を基に、泥質干潟の持つ水質浄化機能を
定量化するための生態系モデルの精度を向上し、泥質干潟
の水質浄化機能を明らかにします。

平成18年度の調査方針

５．底質環境調査

34

底質攪拌を行い、底質や底生生物の経時的な変化を調べることにより、底質環境
の実態や特性を把握し、底質環境の変化の要因を明らかにするものです。
平成１６年度は大浦沖と国見沖の２区域、平成１７年度は６区域において底質環境
調査を実施しました。

《調査目的》

《調査場所》

福岡沖

大浦沖

国見沖

島原沖

Ｈ１６ 大浦沖

Ｈ１６ 国見沖

熊本沖北部

熊本沖南部

H17年度調査区域
H16年度調査区域

35

《調査項目》

36
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底質調査結果

強熱減量(%) ＣＯＤ(mg/g) 硫化物(mg/g)

生物種類数（種） 生物個体数（個体/㎡）
H16年国見沖 H17年国見沖

H16年大浦沖 H17年大浦沖

熊本沖北部 熊本沖南部

福岡沖 島原沖

37
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海底に砂質層が分布する範囲

海底に粘土・シルト層が分布する範囲

B
Ｅ

Ｆ

A

O-St.9

O-St.8

O-St.5
O-St.6

O-St.7

O-St.2

O-St.1

O-St.3

O-St.4

38

地形調査結果（大浦沖）
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までは、粘土・シルトが堆積

海底

層層5.0mO-St.5 O-St.8

A

B
断

面

と
の

交
差

位

置

Ｅ－Ｆライン

Ｅ（湾奥側） （湾口側） Ｆ

底質調査により海底の
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39 40

・含泥率が高い海域は、強熱減量が高く、COD及び硫化物
が多く、底生生物の種や個体が少なくなっていました。

・底質撹拌による底質等の環境変化の状況は、これまでの
調査では捉えられませんでした。

・諌早湾北部の粘土・シルトは佐賀県沿岸の谷部の粘土・シ
ルト層と連続して堆積していました。

・底質の変化状況とその要因を明らかにするため、精度を高
めた調査の継続と、底質の堆積状況を把握するための調査
を行います。

平成18年度の調査方針

これまでの調査からわかったこと

６．二枚貝類等生息環境調査

41 42

《目的》
二枚貝類の生息に影響を及ぼしているエイ類の生態等について把握すること
により、二枚貝類の生息環境を把握

《調査期間》
平成16年8月～平成16年11月
平成17年6月～平成17年11月

《調査区域》
H16年度：佐賀県・熊本県の沿岸部海域
H17年度：４県の沿岸部海域

《調査項目》
①ナルトビエイの分布調査
・湿重量、個体数
・個体確認位置
②ナルトビエイの生態調査
・胃内容物調査
・行動調査
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分布調査区域 N

0 15km5 10

塩田川

鹿島川

嘉瀬川
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唐人川

堂面川

福
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佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

【九州農政局の調査地点】

採取された地点

採取されなかった地点

43

分布調査結果

ナルトビエイの調査船１隻あたり確認個体数の経時変化

44
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福岡 佐賀 長崎 熊本
個体数（個体/隻）

ナルトビエイ個体サイズの経時変化

分布調査結果
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長崎大学水産学部：山口助教授
による調査

生態調査（行動調査）結果

46

生態調査（胃内容物調査）結果

重量割合（％）

サルボウガイ 22

アサリ 10

タイラギ 3

シオフキガイ 1

消化された二枚貝類 47

17

種　　類

二枚貝類

腹足類（巻貝類）

ナルトビエイの胃内容物の分析結果

47

長崎大学水産学部：山口助教授による調査

調査個体数：５２個体

・調査対象個体の体重は雄で0.8～13.1kg、雌で0.85～29.0kg。

・胃内容物重量比は0.003～1.4％で、多いものでは合計415.0gの二枚貝
が胃の中に含まれていた。

48

・ナルトビエイの胃の内容物は、調査を実施した２ヵ年とも、
全て貝類が占めていました。

・ナルトビエイの平均重量は５kg～１５kgのものが多く確認さ
れました。

・ナルトビエイの分布や生態に係る調査を継続するとともに、
二枚貝類の現存量を把握し、食害による影響を評価します。

平成18年度の調査方針

これまでの調査からわかったこと
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７．排水拡散調査

49

調査概要

あり（11地点）

採水層：２層(-0.2m，B+0.5m)

なしあり（５地点）

採水層：１層（-0.2ｍ）

採水分析

中層：1/2水深、底層： B+0.2ｍ海面～海底まで0.1ｍ間隔観 測 層

中層：流向・流速

底層：水温、塩分、濁度、ＤＯ

水温、塩分、濁度、ＤＯ、ｸﾛﾛﾌｨﾙ蛍光強度観測項目

７月４日（設置）～

７月９日（撤去）

７月４日（排水前日）

７月５日（排水当日）

７月６日～８日（排水後）

７月５日

排水後～外縁が判別不能と
なるまで

調査期間

なし塩分,濁度,SS,VSS,COD,D-COD,DO,T-N,NH4-N,NO2-N,NO3-N,

T-P.PO4-P,ｸﾛﾛﾌｨﾙａ,植物PL

分析項目

（15項目）

10分間隔の連続観測一斉観測は、４日と５日の干潮時と
その前後に全３回。６～８日は約２
時間間隔で５回実施。

毎正時観測は、４日～８日

鉛直観測は、排水前、排水10
分後、70分後、120分後、180
分後、240分後、300分後

観測頻度

排水拡散調査期間中の水温、
塩分の濃度変化と、底泥の
巻き上げ状況について、中層
の流況観測と同時に実施。

・一斉観測（26地点）

・毎正時観測（12地点）

うち自動昇降装置（６地点）

・１日１～２回の採水分析

・調査船による外縁追跡

・鉛直観測（９地点）

・任意地点における採水分析

調査内容

定点連続観測定点鉛直観測外縁追跡調査調査項目

50

排水量：350万m3（北部排水門）

定点鉛直観測地点（毎正時）

定点鉛直観測地点（毎正時:自動昇降装置）

定点鉛直観測地点（26地点一斉観測）

定点連続観測地点

51

外縁追跡調査結果

52
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浮泥量調査結果
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costatum

Skeletonema
subsalsum

53注）淡水域由来については、調整池以外からの淡水流入による影響の可能性もある。

設置期間：平成17年7月4日～7月6日
排水終了後（１６：００）

諫早湾内における塩分濃度の平面分布（表層）

B3

排水外縁

54
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排水量が１００万ｍ３以上の場合の北部排水門からの拡散状況

２，１６９万ｍ3Ｓ１

Ｓ６

Ｂ３

Ｂ４ Ｂ６

Ｂ５

（Ｈ１１.６.２５）

55

塩分の濃度変化でみた排水の希釈・混合過程

７月５日 12:00 ～ 17:00

（排水時間：7/5 12:16 ～14:26）
（北部排水量：約350万ｍ３）

56
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7月5日 13:00
【 表層：海面下0.5m－塩分（psu）】
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7月5日 14:00
【 表層：海面下0.5m－塩分（psu）】
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7月5日 15:00
【 表層：海面下0.5m－塩分（psu）】
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7月5日 16:00
【 表層：海面下0.5m－塩分（psu）】
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7月5日 17:00
【 表層：海面下0.5m－塩分（psu）】

63

・排水の外縁追跡の結果、調整池からの排水の直接的な影
響は湾央部までに留まっていました。

・排水時の水質調査の結果、排水による塩分濃度の低下は
目視による外縁部の内側に収まっていると考えられます。

・沈降物調査の結果、調整池から出た懸濁物の多くは、諌
早湾奥から湾央部で沈降していました。

・過去に実施した大規模（約2,100万トン）な排水時でも、排
水の影響は湾央部までに留まっていたと判明しました。

これまでの調査からわかったこと


